
前
回
は
、
飯
田
大
火
の

見
舞
い
状
を
中
心
に
桂
月

と
飯
田
の
関
わ
り
を
述
べ

た
が
、
今
回
は
そ
の
以
前

と
以
後
の
交
流
を
概
観
し

て
み
た
い
。

ま
ず
大
火
以
前
で
あ
る

が
、
そ
の
資
料
は
火
事
で

焼
け
て
し
ま
っ
て
ほ
と
ん

ど
無
い
。
と
こ
ろ
が
、
明

治
４３
年
１０
月
と
明
記
さ
れ

た
「
桂
月
画
会
々
規
」
が

現
存
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
驚
い
た
。

そ
こ
に
は
、
画
会
の
趣

旨
・
主
唱
者
・
会
規
等
が

記
さ
れ
て
い
る
。
主
唱
者

は
、
書
画
収
集
家
岩
崎
新

太
郎
以
下
、
飯
田
の
商
人

九
名
で
あ
る
。
会
規
に

は
、
会
費
や
揮
毫
料
、
画

会
や
景
品
の
こ
と
等
が
箇

条
書
き
で
記
さ
れ
て
い

る
。
因
み
に
、
申
込
み
金

は
一
円
、
尺
五
絹
本
の
揮

毫
料
は
拾
円
で
あ
る
。

右
の
趣
旨
そ
の
他
（
飯

田
市
美
術
博
物
館
発
行
の

『「
南
信
」
新
聞
美
術
記
事

年
表
』）に
よ
る
と
、
桂
月

は
、
池
上
秀
畝
画
会
の
補

助
画
家
と
し
て
、
明
治
４１

年
に
初
め
て
来
飯
し
た
ら

し
い
。
そ
の
席
上
、
彼
の

霊
妙
な
筆
致
が
同
好
者
の

賞
賛
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ

た
。
加
え
て
、
本
人
も
飯

田
を
気
に
入
り
、
再
遊
を

希
望
し
た
の
で
画
会
を
興

し
た
と
い
う
。

明
治
４３
年
１１
月
８
日
、

３４
才
の
桂
月
は
雪
貞
夫
人

と
共
に
来
飯
し
、
蕉
梧
堂

に
投
宿
し
て
１１
日
の
画
会

に
出
席
し
た
。（
前
掲
書
よ

り
）
こ
の
時
、
主
唱
者
の

代
表
と
な
っ
た
の
が
、
元

結
商
の
鈴
木
仲
三
郎
（
雅

号

風
越
）
で
あ
る
。

以
来
、
彼
が
桂
月
と
同

好
者
を
つ
な
ぐ
窓
口
と
な

り
、
桂
月
の
絵
は
愛
好
者

に
頒
布
さ
れ
続
け
た
ら
し

い
。
若
い
桂
月
の
非
凡
な

画
才
を
見
抜
き
、
長
く
支

援
し
た
飯
田
の
人
々
の
眼

力
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ

る
。次

に
、
大
火
後
の
交
流

で
あ
る
。
時
に
、
先
の
桂

月
画
会
発
足
か
ら
既
に
４０

年
の
歳
月
が
経
過
し
て
い

た
。
従
っ
て
、
既
に
交
流

と
仲
介
の
中
心
は
、
先
の

鈴
木
仲
三
郎
か
ら
子
の
小

島
寛
一
（
先
代
嘉
七
）
に

代
わ
っ
て
い
た
。

画
伯
と
寛
一
と
の
親
密

な
交
流
は
、
今
に
遺
る
二

通
の
桂
月
書
簡
に
伺
う
こ

と
が
で
き
る
。
一
通
は
寛

一
が
秋
に
た
く
さ
ん
の
林

檎
と
松
茸
を
贈
っ
た
こ
と

に
対
す
る
礼
状
で
あ
り
、

他
の
一
通
は
昭
和
３３
年
に

桂
月
が
文
化
勲
章
を
受
章

し
た
折
の
挨
拶
状
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
奉
書
紙
に

候
文
で
墨
書
さ
れ
た
、
桂

月
自
筆
の
書
簡
で
あ
る
。・

前
者
の
礼
状
に
は
、「
毎

・
・
・
・

・
・
・
・
・

度
の
芳
情
、
感
謝
の
外
無

・
・
之
候
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
寛
一
は
折
に
触
れ

て
、
林
檎
や
松
茸
等
、
飯

田
の
特
産
物
を
桂
月
に
贈

っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
そ

れ
だ
け
で
も
画
伯
と
飯
田

下
伊
那
と
の
関
わ
り
が
浅

く
な
か
っ
た
こ
と
が
伺
え

る
。次

い
で
後
者
の
挨
拶
状

で
あ
る
。
こ
の
内
容
は
、

先
輩
の
推
挽
と
諸
友
の
後

援
の
お
陰
で
文
化
勲
章
を

受
章
で
き
た
の
で
、
厚
く

お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

追
記
に
「
拙
吟
三
首
を

得
、
御
一
粲
に
供
し
奉

る
」
と
書
き
、
漢
詩
三
題

を
添
え
て
い
る
。
詩
は
い

ず
れ
も
七
言
絶
句
で
受
章

の
感
慨
を
詠
じ
て
い
る
。

南
画
家
で
あ
る
と
共
に
、

漢
詩
人
で
も
あ
っ
た
桂
月

の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が

あ
る
。

長
文
の
手
紙
の
後
付
け

に
は
、「
昭
和
三
十
三
年
十

じ
ょ
く
ち

一
月
」「
辱
知
桂
月
篤
」
と

明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
前
述
の
鈴
木
仲
三
郎

の
頃
か
ら
数
え
る
と
、
実

に
半
世
紀
以
上
交
流
が
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の

こ
と
は
、
飯
田
下
伊
那
に

は
、
桂
月
作
品
の
愛
好
者

が
多
く
い
た
こ
と
の
証
で

も
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
晩
年
の
桂
月

と
の
交
流
の
中
で
、
感
銘

深
い
話
を
聞
い
た
。
飯
田

か
ら
桂
月
の
若
い
頃
の
作

品
を
送
る
と
、
画
伯
は
未

熟
だ
っ
た
そ
の
絵
を
破
り

捨
て
、
無
料
で
新
し
い
絵

に
書
き
替
え
て
く
れ
た
と

い
う
。
桂
月
の
人
柄
を
知

る
忘
れ
が
た
い
逸
話
で
あ

る
。

（
故
人
敬
称
略
）
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明
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年
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桂
月
画
会
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規
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手紙の漢詩（七言絶句）と後付け
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